
「波野小学校のしめ縄づくり伝承活動の取組」 
１．学校名 肝付町立波野小学校 

２．学年・人数 ５年３人，６年９人 

３．日時・場所 

⑴ 活動日時 

  令和７年 11 月８日（土） 

⑵ 場所 

  波野小学校体育館 

４．伝承・活用に

取り組んでいる郷

土芸能，伝統行

事，伝統工芸品に

ついて 

 

⑴ 名称 

  しめ縄づくり（しめなわづくり） 

⑵ 内容 

  日本の年中行事である正月において，正月飾りに欠かせない

ものがしめ縄である。現在，各家庭でしめ縄を飾ることは少なく

なり，また，しめ縄を制作できる人材も減少してきている。 

本校周辺には水田が広がっており，しめ縄の材料となる藁が十

分にある。地域公民館と連携し，日本文化の伝承を図るととも

に，しめ縄づくりの技術の継承を目指している。 

５．文化財伝承・

活用の取組におい

て地域との連携や

工夫した点等 

  

 学校と地域の連携をスムーズにするために，公民館を中心に活

動を進める組織体制を整えた。学校から活動期日及び参加人数を

公民館に伝え，公民館が地域人材を招聘し活動を行えるようにし

ている。 

 これまでは隔年で実施してきたが，今後は通年で実施し，日本

の伝統文化に触れる機会を増やしていきたいと考えている。 

６．取組の様子 

（練習状況，発表

の場等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【制作風景】         【制作風景】 

７．感想・意見 

 

（参加児童生徒・

保護者・保存

会・教員等） 

 

【児童】 

・ しめ縄を初めて作りました。学校やお店でしか飾っているの

を見たことがなかったので，自分の家でしめ縄を飾るのが，今

から楽しみです。 

・ 地域の方が優しく丁寧に教えてくださり，自分の力で最後ま

で作ることができました。作り方を覚えて，毎年家に飾りたい

と思いました。 

 

 

〔文化財伝承等の取組事例〕 


